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第40回入学式･第19回専攻科入学式
始業
新入生合同合宿研修

クラスマッチ
３高専マッチ
専攻科推薦入試

前期中間試験
専攻科学力入試(前期)
保護者会、後援会総会

中国地区高専体育大会
専攻科休業　
臨時休業
校内見学会(第１回) 
前期末試験

専攻科2年前期授業終了
夏季休業

前期自己啓発推進週間
後期授業開始

全国高専プログラミングコンテスト
後期自己啓発推進週間
専攻科学力入試（後期）
全国高専ロボットコンテスト中国地区大会
土木建築工学科3年生集中測量実習
保護者会期間

高専祭
専攻科説明会
全国高専デザインコンペティション
中国地区高専英語弁論大会
校内見学会(第２回)
全国高専ロボットコンテスト全国大会(国技館)
後期中間試験

クラブ対抗駅伝
冬季休業

始業
学習到達度試験
推薦入試
全国高専英語プレゼンテーションコンテスト

後期末試験
学力入試
臨時休業
学年末休業

第36回卒業式・第18回専攻科修了式
再試験

本校の「設計情報工学」プログラ
ムは、日本技術者教育認定機構
（JABEE）から認定を受けてい
ます。

本校は、平成24年度に独立行政
法人大学評価・学位授与機構の認
証評価を受け、認証評価基準を
満たしていると認定されました。
平成18年度に同機構による認証
評価を得ており、引き続き認定さ
れたものです。

http://www.tokuyama.ac.jp/

（0834）29-6200代表（0834）29-6200代表
学生課／TEL (0834)29-6232　FAX (0834)29-6161
総務課／TEL (0834)29-6208　FAX (0834)28-7605
ホームページ　http://www.tokuyama.ac.jp/
                                 〈最新の情報はこちらからご覧ください〉

■徳山駅前より防長バス
　「徳山高専」行き、「高専正門」下車
　「久米温泉口」行き、「大学高専下」
　下車、徒歩10分
■櫛ヶ浜駅前より防長バス
　「徳山高専」行き、「高専正門」下車
■山陽自動車道徳山東インターから車で5分

【交通案内】

2013.8
国際交流 国際交流

香港IVE交流プログラム
Hong Kong Institute of Vocational Education

国立高専機構と香港VTC（VocationalTrainingCouncil）の間で結ばれた学術交流協定により、昨年度は3月下旬に香港IVE（InstituteofVocationalEducation）
から学生を招いて短期留学プログラムを実施しました。これに引き続いて、今年度は、香港IVEが主催する10日間（8/18～8/27）の交流プログラムに、機械電気工学科4年の5名
の学生が参加しました。今回のプログラムでは、徳山高専の他に6高専（長野、北九州、佐世保、熊本、有明、沖縄）が参加しており、ブリッジコンテスト、語学研修、工場見学、文化施
設の見学などの多彩な行事に取り組みました。プログラムの目玉は、高専学生と香港IVEの学生が協力して橋の模型を作製し、その強度を競うブリッジコンテストでした。参加した学
生の専門分野は様々でしたが、楽しみながら模型を完成させました。競技では飲料水の入ったアルミ缶を荷重にして耐久性を競い、徳山高専は3位入賞を果たしました。今回徳山高
専から参加した学生は、3月の短期プログラムの際に学生補助員を務めており、今回のプログラムによって香港IVEの学生との絆をさらに深めることができたようです。

国立高専機構と香港VTC（VocationalTrainingCouncil）の間で結ばれた学術交流協定により、昨年度は3月下旬に香港IVE（InstituteofVocationalEducation）
から学生を招いて短期留学プログラムを実施しました。これに引き続いて、今年度は、香港IVEが主催する10日間（8/18～8/27）の交流プログラムに、機械電気工学科4年の5名
の学生が参加しました。今回のプログラムでは、徳山高専の他に6高専（長野、北九州、佐世保、熊本、有明、沖縄）が参加しており、ブリッジコンテスト、語学研修、工場見学、文化施
設の見学などの多彩な行事に取り組みました。プログラムの目玉は、高専学生と香港IVEの学生が協力して橋の模型を作製し、その強度を競うブリッジコンテストでした。参加した学
生の専門分野は様々でしたが、楽しみながら模型を完成させました。競技では飲料水の入ったアルミ缶を荷重にして耐久性を競い、徳山高専は3位入賞を果たしました。今回徳山高
専から参加した学生は、3月の短期プログラムの際に学生補助員を務めており、今回のプログラムによって香港IVEの学生との絆をさらに深めることができたようです。

8/18　香港到着
8/19　研修内容説明、ブリッジコンテスト説明
8/20　ブリッジ作製
8/２2　工場見学
8/２3　語学研修
8/２4　香港市内観光
8/25　自由行動
8/26　ブリッジコンテスト競技会
8/27　帰国
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ム
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　私は、今回の香港で開催された香港IVEの学生との交流プログラムで3つの大事なことに気づき
ました。
　その１つは、仲間を作りたいという気持ちがあれば、国籍や出身は関係なく、誰でも仲間になれ
るということです。もちろん、英語を使えば仲間に入りやすいと思いますが、他の国の方と交流する
時には言語ではなく、勇気が一番大事だということに気づきました。英語の筆記試験で高い点数が
とれていても、実際に人と話すとき勇気が出せなければ、残念ながら会話することができません。
　２つめは、勇気を出すのと同時に、笑顔を見せることが大事です。この笑顔は、相手に「私はあな
たと仲良くなりたい」という意思を伝えることができると思います。
　３つめは、今回の交流プログラムの「bridge」を作るという課題の重要性に気付いたことです。
この課題が、香港の学生と各高専の学生が協力して「bridge」を作成することで、国際的な結び付
きを作るという意味を持っていたことを、コンテストの日にやっと理解することができました。
「bridge」を作るときに木と木を結び付けたボンドは、この10日間でみんなと一緒に作った美しい
思い出を表しているように感じました。
　最後に、井上校長や原先生、渡辺先生をはじめとする徳山高専の先生方、香港IVEのSteven先
生と「bridge」の作成にいろいろ教えてくださったIVE Tsing Yi の先生方とスタッフ方、香港IVE
の学生たち、そして参加したみなさん、本当にありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機械電気工学科4年　シェロン

Professors and students from Institute of National Colleges of Technology (INCT) 
visited our school from 18 to 27 Aug.  They are from different areas in Japan.  The 
students from Tokuyama College of Technology are the most impressive to me.  I met 
most of them  during my visit to Tokuyama in March.  So I have a strong feeling of  
having a buddy gathering.  Tokuyama students express their strong  passion for my 
students.　From my observation in the workshop, Tokuyama students are active in 
learning and helping others.  Most of the Japanese students are polite and respect to 
the teachers.  It is a good reflection to our  Hong Kong students.  The atmosphere of 
the exchage program is very  positve and joyful.  It is enjoyable for me to get along with 
energetic japanese youngsters.
This short exchange program in Aug is interviewed by some reporters  from local 
newspapers.  Ichiyama kazuaki is helpful to greet the reporters. His effort in answering 
the questions of the reporters is  so impressive. The reporters also find that NCTs and 
VTC exchange activities are effective in building friendships between the hong kong 
and japaness students.  They not only learn from each others, but also teach each 
other in technique and cultural issue as well.  I believe the exchange program is mutual 
benefit to all of us.
　　　　　　　　　　　　　　　　Tse Kwok Ho Steven
　　　　　　　　　　　　　　　　Lecturer
　　　　　　　　　　　　　　　　Department of Engineering
　　　　　　　　　　　　　　　　Hong Kong Institute of Vocational Education（Tsing Yi）

参加したシェロンさんの感想 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●施設見学●香港歴史博物館

●自動車修理工場見
学●金属材料会社見学受入れ校からのコメント ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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　　　　　　　　　　　　　　　　Hong Kong Institute of Vocational Education（Tsing Yi）
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